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［特集］�
●生まれ変わる桐林クリーンセンター�
●ファミリー・サポート・センター�

黒田人形春祭り奉納公演�
４月７日夜、下黒田諏訪神社鎮守の森。�

国文化財指定の重厚な舞台で、�
江戸元禄時代から受けつがれる�
伝統の技が披露されました。�

飯田市の人口（4/1現在）■人口＝106,456人（前月比－329）男51,093人女55,363人  ■世帯＝34,870戸（前月比－99）�
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� これまでは、飯田市と下伊那北部町村が桐林
クリーンセンター、南部町村が南部清掃センター、
西部地域では西部清掃センターがごみの焼却を
行ってきました。�
しかし、平成14年の規制強化に向け、それぞ

れでダイオキシン対策を施した設備を設けるよ
りも、１か所で連続して燃やした方がダイオキ
シン発生を抑えることができ、より合理的であ
るため、17市町村が合同で取り組むことになり
ました。（根羽村は愛知県設楽郡の町村と共同処理）�

新施設は飯伊地域�
1市3町13村が合同で建設�

現行の炉より�
小さくなります�

現在の設備は１日16時間の焼却で120ｔの処理能力ですが、新設炉は24時間燃やしても93ｔの処理能
力となります。�
これは、優れた能力の焼却炉を建設することを第１の目的としていますが、それだけではなく、ごみ
の分別とリサイクルを進め、ごみの減量化を図った上で、どうしても燃やさなければならないごみを24
時間連続して燃やすことのできる、適正なサイズとして計画したからです。�

市では、できる限りのごみ減量対策を実施し、ごみの減量と再資源化を推進していきます。�
市民のみなさんの一層のご協力をお願いします。�

■問合せ　南信州広域連合　施設整備係　126-1080�
　　　　　環境保全課　廃棄物対策係　　内線5243

処 理 方 式 �
処 理 能力�
運 転 時 間 �
燃 焼温度�

排気ガス中のダイオキシン濃度�

現 行 施 設 � 新 施 設�
流動床式焼却炉�
120ｔ/日�
16時間�
 800℃以上�
14ナノグラム�

流動床式熱分解ガス化溶融炉�
93ｔ/日�
24時間�

1300～1400℃�
 0.05ナノグラム�

→�
→�
→�
→�
→�

新施設の完成イメージ�

廃棄物� 排ガス�
処理設備�

煙
突�

流動床�
ガス化炉�

旋回溶融炉�

安全に燃やし、さらに再資源化をします。�

これまでの焼却灰は「スラグ」に�
　最後まで燃焼できずに残るものは、�
超高温下でガラス状に変化します。�

これを「スラグ」と呼び非常に安定した物質で、�
建設資材として有効利用できます。�

�

発電設備�
ごみ焼却時に発生する熱を用いて発電し、�
施設内の電力をまかないます。　�

新しい施設では、ごみ焼却の過程でもできる限り資源を回収します�
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桐林クリーンセンター�

ダイオキシンの発生を抑制し、良好な地域環境をつくるためです。�
大きな社会問題となっているダイオキシン類は、その大半がごみの焼却から発生していると言われて
います。�
このため国（環境省）は発生を抑えるために、「ダイオキシン類排出規制」の法律で平成14年12月か
ら基準値を強化することになりました。このことにより、全国自治体のごみ焼却施設が改善の対象とな
り、桐林クリーンセンターでも、ダイオキシン類の発生を限りなくゼロに抑えた最新・最善の施設とし
て建て替えることになりました。�

ダイオキシンとは�
ダイオキシンは塩素を含む有機化合物で、化学構造に

より210もの種類があります。�
毒性については、動物実験で中毒性、発がん性、催奇

形性などが報告されています。�
ダイオキシンはごみが300℃前後の低い温度で燃える

ときに、塩化ビニールなどに含まれる塩素が、有機化合
物と反応して生成されるといわれています。�
自然環境では分解されにくく、人の体内では、脂肪な

どに蓄積されます。�

ダイオキシンの量を表す単位として、ナノグ
ラムという単位が使われます。これは、10億分
の１グラムを示します。�
国の定めた基準値は、現在80ナノグラムですが、

平成14年12月からは０.１ナノグラムへと強化さ
れます。�

新施設の新技術�
「ガス化溶融炉」�
ダイオキシン類は、300度付近

で燃やした時に多く発生する、
という特徴があります。この特
徴から、ダイオキシン類の発生
を抑えるためには、�

●高温で燃焼する。�
●ずっと燃やし続けて温度を

　　下げる機会を無くす。�
●排出される排気ガスを高温

　　の内に完全に処理をする。�

これらを満たす設備として、
「ガス化溶融」という新技術が
採用されました。�

ガス化溶融炉のしくみ�

ごみ�

生まれ変わる�生まれ変わる�桐林クリーンセンター�桐林クリーンセンター�
桐林に設置されているごみ焼却施設「桐林クリーンセンター」が生まれ変わります。�
この春から新施設の建設工事が始まり、平成14年12月から稼働します。�

強化される基準値�

この部分でごみを蒸し焼き
にして、燃える成分と燃え
ない成分に分離します。�

分離した可燃成分はガスとなって
この部屋へ移り、1350℃の超高温
で一気に燃え上がります。�

流動床ガス化炉� 旋回溶融炉�
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ファミリーサポートセンター�

●会員の募集、登録その他の会員組織業務�
　ポスター、チラシ、広報誌の発行、説明会の開催など、さ
まざまな方法で広く会員を募集します。�
●育児や介護に関する相互援助活動の調整等�
　会員の方が育児や介護の援助を受けたいときは、センターに連
絡します。センターでは、アドバイザーが援助の内容や地域などを
考慮して、適当な提供会員を選定し、援助を依頼します。提供会
員が援助を引き受けたときには、それを依頼会員に連絡します。�
●会員に対する講習会の開催�

　会員の方が安心して援助活動を行えるよう、
育児や介護についての知識、技術を身につける
ための講習会を開催します。�
●会員同士の交流会の開催�
　スムーズな相互援助活動のためには、会員同
士が親しくなっていることが大切です。多くの
会員が参加できる楽しい交流会を企画、開催し
ます。�
●業務開始�
準備期間　　5月から会員募集・登録・研修�
相互援助活動開始　　7月1日�

ファミリー・サポート・センター�

提供会員�

サービス�

報酬�

登
録�

調
整�

サービス�

報酬�

登
録�

調
整�

育児や介護の援助を行う人�

　仕事と育児や介護との両立の
ために、育児や介護の援助を受
けたい方、援助を行いたい方は
センターに申し込んで会員にな
れます。�
　特別な資格などは必要ありま
せん。援助を受けることと行う
ことの両立を希望する場合には、
両方の会員になることもできます。�

■申し込み・問合せ　飯田市ファミリーサポートセンター（飯田市社会福祉協議会内）�
                           　　〒395-0024　飯田市東栄町3108-1　さんとぴあ２Ｆ�
　                        　　1 53-3181　ＦＡＸ 53-3183

子育ても一段落した
し、地域で人の役に
立てることをしてみ
たい。�

子育てに頑張ってい
る人たちの応援をし
たい。�

高齢な方々の洗濯・
掃除・病院への付き
添いなど、生活の手
助けをしたい。�

ファミリー・サポート・センターの�
会員になるには�

アドバイザー�
連絡調整�
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の活動が始まります�
ファミリー・サポート・センターとは�

育児・介護の「援助を受けたい方」と「援助を行いたい方」との�
相互援助活動を行う会員組織です。�

今日はママは夜勤
だから、パパがお
迎えに行く予定だ
ったのに、急な残
業で保育所の迎え
に間に合わない。�

子どもがかぜでお休
み。でも今日は大事
な会議があって会社
を休めない。�

一人暮らしのおば
あちゃん。誰か話
し相手になってく
れないかな。�

今日はおじいちゃ
んの通院日。でも
仕事の都合がつか
なくて連れて行っ
てあげられない。�

保育施設までの送
迎をしてもらえな
いか。�

保育施設の保育開
始前や終了後子ど
もを預かって欲し
い。�

学校の放課後、子
どもを預かっても
らいたい。�

急な残業。おじいち
ゃんの食事の支度を
してもらえないか。�

長期の出張に行かなければ
ならない。おばあちゃんの
食事の世話や洗濯、掃除を
どうしよう。�

高齢な親と遠く離れて
暮らしているので、自
分の代わりに介護や家
事を見て欲しい。�

依頼会員�

登録�

調整�

登録�

調整�

育児や介護の援助を受けたい人�

飯田市では、この事業を飯田市社会福祉協議会に委託します。�

仕事と家庭の両立支援



　4月8日（日）、天竜川時又港で開催さ

れました。�

　このお祭りは、天竜川の渓谷美と、舟

下りの豪快さを世界に紹介した、英国

人ウオルター・ウェストンの業績をたたえ

たものです。�

　当日は式典のほかに、竜丘コーラス・

飯田少年少女合唱団による合唱などさ

まざまなアトラクションが行われました。�

　平成5年度から地元建設委員を中心

に研究を重ね、竜丘らしさを最大限生か

した生涯学習センター（支所・公民館）

が完成、業務が始まりました。�

　太陽光発電、パッシブソーラーシステ

ムの採用、リサイクル素材の使用など、

環境文化都市に新時代の公共施設。�

　今後の活用が期待されます。�

人に環境にやさしい施設�
新竜丘支所・公民館完成�

ぽかぽか天気の中�
第8回天竜川ウェストン祭�

ウオルター・ウェストンをたたえ�

太陽熱を冷暖房に活用するパッシブソーラーシステム�



　4月15日、桜吹雪が舞う動物園で、写生大会が開か

れました。たくさんの家族連れが、お気に入りの動物の

前で熱心に画用紙に向かいます。持参のお弁当もほ

おばって、楽しい春のひとときを過ごしていました。�

　3月31日、飯田文化会館で開催。南信州地域に伝

わる伝統芸能が、小中学生や若い伝承者によって披

露されました。子どもたちの熱心で、元気いっぱいの演

技に、大きな拍手が送られていました。�

春の動物園写生大会�

あっ、いま動かないで�
山国文化の祭典�

伝統芸のルネッサンス�

　4月15日（日）、桜が満開に咲く中、

「龍神の舞」「稚児行列」など、さまざま

なイベントが企画され、訪れた人たちを

楽しませていました。�

　今年で16回を数える天竜峡温泉健康

マラソン大会は、全国から1,000人余の

参加者があり、天竜峡周辺の2コースで

それぞれ自分の健脚ぶりを競いました。�

観光シーズン開幕�
天竜峡温泉会場にぎわう�

飯田春の観光祭り�
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前
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腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
は
、

排
尿
機
能
や
性
機
能
と
い
っ
た
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
伴
う
こ
と
が

特
徴
で
、治
療
法
の
選
択
の
際
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。な

る
べ
く
機
能
障
害
を
き
た
さ
ず
、

よ
り
確
実
に
治
る
方
法
が
望
ま

れ
る
わ
け
で
す
が
、病
態
・
年
齢

そ
し
て
全
身
像
等
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
治
療
法
が
存
在
し
ま
す
。

　
十
分
な
説
明
に
基
づ
き
、患
者

さ
ん
お
よ
び
ご
家
族
が
治
療
法

を
選
択
さ
れ
る
こ
と（
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
チ
ョ
イ
ス
）、あ
る
い
は
治
療

法
に
同
意
さ
れ
る
こ
と（
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド・コ
ン
セ
ン
ト
）が
不
可
欠
で

す
。し
か
し
、患
者
さ
ん
や
ご
家

族
に
と
っ
て
十
分
に
納
得
い
く
方

法
が
提
示
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、別
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
、最
終
決
定

し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
も
少
な

く
な
い
で
し
ょ
う
。�

　
そ
こ
で
、推
奨
さ
れ
る
こ
と
が「
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」で
す
。直
訳

す
る
と
２
番
目
の
意
見
と
な
り

ま
す
が
、別
の
医
療
機
関
に
出
向

い
て
、病
態
の
再
評
価
と
治
療
法

の
再
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、ど

こ
で
ど
う
い
う
治
療
を
受
け
る
か

最
終
決
定
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。�

　
私
ど
も
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、が
ん
セ
ン

タ
ー
等
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。紹

介
先
で
治
療
を
お
受
け
に
な
ら

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
し
、地
元

で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
決
心
を

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。�

　
が
ん
を
治
す
に
は
、患
者
さ
ん

と
ご
家
族
が
納
得
の
い
く
施
設
で

納
得
の
い
く
治
療
法
を
選
択
さ

れ
る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
、そ

の
た
め
に
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

を
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。�

市立病院　泌尿器科�
山下　俊郎 医師�

泌
尿
器
が
ん
と
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン�

働
き
盛
り
は
人
生
で
最
も
充
実
し
た
時
期
で
す
が
、そ
れ
は
ま
た
お
酒
を
飲
む
�

機
会
が
増
え
、生
活
習
慣
病
が
忍
び
寄
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
�

お
酒
は
適
量
を
上
手
に
飲
め
ば
健
康
を
損
な
う
こ
と
は
な
く
、む
し
ろ
健
康
に
�

プ
ラ
ス
に
働
き
ま
す
が
、毎
日
適
量
を
超
え
る
と
、肝
臓
障
害
を
は
じ
め
、さ
ま
�

ざ
ま
な
身
体
的
障
害
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
�

自
覚
症
状
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
お
勧
め
し
ま
す
。
�

　ホームヘルプや、デイサービスな
どの介護保険サービスを受けると、か
かった費用の1割が自己負担となり
ます。�
　従来から、利用料の支払いが困
難な方を対象に、社会福祉法人の
行うサービスに支払う利用料の半額
を減免してきました。�
　さらに、今年4月からは在宅で介護
を受けている方の条件を特に緩和し、
ご家庭の負担が少なくなるようにし
ました。�
　また、対象となる方の把握の方法

も工夫しました。従来
は、ケアマネージャーか

らの相談により、認定を行ってきまし
た。今回は、民生児童委員の協力を
得て、対象と思われる世帯を訪問し
申請のお手伝いをしています。�
●新たに対象者となる方は以下の
　①から④に全て該当する方です。�
①世帯全員の合計所得金額が0円
　を超えないこと�
②市町村民税課税者に扶養された
　り、生計を共にしていないこと�
③活用可能な資産が過大でないこと�
④預貯金が世帯100万円＋1人50
　万円以下であること�
※このほかの条件も緩和しました。�
●また、特に利用料の支払いが困難
　な方を対象として、利用料が最高で
　全額まで免除する制度があります。�
■問合せ　介護高齢課�
　介護保険係　内線5318

介護保険利用料の�
減免対象を拡大�
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私
の
将
来
の
夢
は
、看
護
士
で

す
。な
ぜ
看
護
士
に
な
り
た
い
か

と
い
う
と
、お
母
さ
ん
み
た
い
な

看
護
士
に
な
り
た
い
し
、人
を
助

け
る
仕
事
が
し
て
み
た
い
か
ら

で
す
。�

　
お
母
さ
ん
は「
私
が
看
護
士
に

む
い
て
い
る
か
ら
、が
ん
ば
れ
ば

な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
」と
言

っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
仕
事
を
す

る
に
は
、算
数
や
理
科
を
も
っ
と

勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

私
は
、特
に
算
数
が
苦
手
な
の
で
、

今
か
ら
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。「
夢
を
叶
え
て
や
る
」と
思

っ
て
、が
ん
ば
り
ま
す
。�

私
の
将
来
の
夢�

　
今
回
の
サ
ー
ク
ル
訪
問
は
、

千
代
地
区
内
の
女
性
１０
人
で
組

織
す
る
「
く
る
み
の
会
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。�

　
く
る
み
の
会
は
、
平
成
７
年

か
ら
体
験
修
学
旅
行
の
受
け
入

れ
で
学
生
達
に
「
五
平
餅
づ
く

り
」
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
体
験
修
学
旅
行
の
受
け
入

れ
は
も
と
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
五
平
餅
づ
く
り
を
行
い
、

地
区
内
外
を
問
わ
ず
、
ふ
れ
あ

い
交
流
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。�

　「
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

な
が
ら
、
五
平
餅
づ
く
り
か

ら
生
ま
れ
る
児
童
生
徒
や
都

会
の
人
々
と
の
交
流
を
大
切

に
し
て
い
る
。
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
る

ん
だ
に
。」
と
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。「
物
見
遊
山
の
観
光
か

ら
、
様
変
わ
り
を
し
て
お
り
、

取
り
組
ん
で
い
る
体
験
旅
行

な
ど
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心
は

近
年
大
き
い
。
心
の
こ
も
っ

た
手
作
り
の
料
理
に
誰
も
が

感
激
す
る
は
ず
。
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。」
と
市
長
が
激
励
。�

　
当
日
は
会
員
が
腕
を
振
る
っ

て
準
備
し
た
五
平
餅
や
山
菜
の

天
ぷ
ら
な
ど
の
手
料
理
が
用
意

さ
れ
、
会
食
を
し
な
が
ら
の
懇

談
と
な
り
ま
し
た
。�

私
た
ち
が
変
わ
れ
ば
、
お
店
も
変
わ
る�

五
平
餅
づ
く
り
で
交
流�

 

く
る
み
の
会�

 

1（
5
9
）2
9
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伊
坪
　
美
咲
さ
ん（
丸
山
小
６
年
）�

　
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
い
い
だ
は
、

環
境
に
優
し
い
消
費
者
を
広
め

よ
う
と
2
年
前
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。�

　「
私
た
ち
が
変
わ
れ
ば
お
店

も
変
わ
る
」
と
の
思
い
か
ら
、

飯
田
市
内
の
お
店
が
ど
の
く
ら

い
環
境
に
優
し
い
商
品
を
扱
っ

て
い
る
か
調
査
し
ま
し
た
。
詰

め
替
え
商
品
が
あ
る
か
と
か
、

ト
レ
ー
の
回
収
を
し
て
い
る
か

な
ど
、
40
項
目
に
つ
い
て
91

の
お
店
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
買
い
物
ガ
イ
ド
と
し
て

ま
と
め
、
調
査
し
た
お
店
や
一

般
の
方
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
調
査
し
た
の
で
す
が
、

最
近
で
は
環
境
に
理
解
の
あ
る

お
店
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
調
査
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

お
店
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
く

の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。�

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
い
い
だ�

1（
2
5
）7
9
1
3
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　「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契

約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
が
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
の
発
注
す

る
工
事
の
発
注
見
通
し
（
公
共

工
事
予
定
額
二
百
五
十
万
円
を

超
え
る
も
の
）、
入
札
・
契
約
状

況
の
公
表
を
行
い
ま
す
。�

　
市
で
は
、
入
札
・
契
約
に
関

し
て
、
以
前
か
ら
情
報
公
開
を

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
法
律

に
よ
り
、
さ
ら
に
詳
し
く
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
閲
覧
場
所
は
、
上
下
水
道
に

関
し
て
は
水
道
業
務
課
、
そ
れ

以
外
は
財
政
課
で
行
い
ま
す
。�

　
な
お
、
６
月
以
降
の
発
注
見

通
し
に
つ
い
て
は
、
飯
田
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
も
予

定
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
財
政
課
　
管
財
契

　
約
係
　
内
線
２
１
１
８
�

　
法
人
税
割
の
税
率
を
改
正
し

ま
す
。�

▼
改
正
区
分
　
資
本
等
の
金
額

　
が
１
億
円
未
満
の
法
人
等�

▼
改
正
税
率�

　
１
４
・
０
％
↓
１
３
・
７
％�

▼
適
用
　
平
成
１３
年
４
月
１
日

　
以
後
に
事
業
年
度
が
終
了
す

　
る
法
人
等
か
ら�

▼
問
合
せ
　
税
務
課�

　
市
民
税
係
　
内
線
５
１
６
５�

　
特
別
土
地
保
有
税
は
、
土
地

の
有
効
利
用
の
促
進
と
投
機
的

取
引
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
申
告

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
申
告
の
必
要
な
方�

　
平
成
３
年
１
月
２
日
以
降
に

　
合
計
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
上
の
課
税
対
象
土
地
を
取
得

　
し
、
今
年
の
１
月
１
日
現
在

　
所
有
さ
れ
て
い
る
方
。�

▼
申
告
及
び
納
付
の
期
限�

　
５
月
３１
日
e�

▼
申
請
書
提
出
・
問
合
せ�

　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係�

　
内
線
５
１
７
８�

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
及
び
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
土
地
の
固
定
資
産
税

は
、
福
祉
や
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
の
公
益
性
か
ら
、
減
免

の
対
象
と
し
ま
す
。�

▼
対
象
土
地�

　
常
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
及
び

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
、

　
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地�

※
農
地
の
場
合
は
、
農
地
転
用

　
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と�

▼
減
免
要
件�

　
自
治
会
、
区
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

　
地
区
公
民
館
な
ど
に
、
無
償

　
で
貸
与
し
て
い
る
こ
と
。�

▼
減
免
期
間�

　
減
免
の
対
象
・
要
件
に
該
当

　
し
て
い
る
期
間�

▼
減
免
割
合
　
該
当
部
分
の
全
額�

▼
申
請
方
法
　
市
税
減
免
申
請

　
書
と
無
償
貸
与
で
あ
る
こ
と

　
を
証
明
す
る
書
類
（
契
約
書
）

　
な
ど
を
添
え
て
提
出�

▼
申
請
期
限�

　
５
月
２４
日
e�

▼
申
請
先
・
問
合
せ�

　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　

　
内
線
５
１
７
５�

公
共
工
事
の
発
注
予
定�

入
札
・
契
約
情
報
公
表�

法
人
市
民
税�

税
率
引
き
下
げ�

障
害
の
あ
る
方
の�

軽
自
動
車
税
を
減
免�

▼
対
象�

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は

　
戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
、

　
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
以

　
上
の
方
。�

○
療
育
手
帳
の
総
合
判
定
Ａ
に

　
該
当
の
方
。�

※
す
で
に
普
通
自
動
車
の
税
金

　
免
除
を
受
け
て
い
る
方
、
障

　
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交

　
付
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
。�

▼
該
当
す
る
軽
自
動
車�

○
障
害
者
本
人
の
所
有�

○
１８
歳
未
満
の
障
害
者
や
、
知

　
的
障
害
者
に
限
り
生
計
を
同

　
じ
く
す
る
方
の
所
有
。�

※
た
だ
し
、
常
に
障
害
者
の
た
め

　
に
使
用
す
る
車
で
あ
る
こ
と
。�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
e�

▼
手
続
き
の
方
法
　
身
体
障
害

　
者
手
帳
な
ど
、
軽
自
動
車
税

　
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、

　
印
鑑
、
家
族
が
運
転
す
る
場

　
合
は
そ
の
証
明
書
を
持
参
し
、

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
先
・
問
合
せ
　
税
務
課�

　
税
制
係
　
内
線
５
１
４
２�

特
別
土
地
保
有
税
の�

申
告
の
お
願
い�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト�

ゴ
ル
フ
場
の
税
金
減
免�

動物園の�
休園日�

5月 1日c◆ 7日b�
　◆ 9日d◆11日f�
　◆14日b◆16日d�
　◆21日b◆28日b

■問合せ　動物園�

22-0416

5月の納税�

税目�

納期�

固定資産税（1期）�
軽自動車税（1期）�

国民健康保険税（5月分）�
�

5月31日（木）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �
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最
近
、「
悪
質
な
業
者
か
ら

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
電
話
料

金
を
請
求
す
る
は
が
き
が
来
た
」

と
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
請

求
で
も
、
家
族
が
使
用
し
た
と

思
い
、
支
払
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。�

▼
対
処
要
領
�

○
使
用
し
て
い
な
い
ツ
ー
シ

　
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
料
金

　
は
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。�

○
電
話
で
再
度
請
求
が
あ
っ
た

　
場
合
は
、「
使
っ
て
い
な
い

　
の
で
支
払
わ
な
い
」
と
は
っ

　
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。�

○
そ
れ
で
も
請
求
し
て
く
る
場

　
合
は
、
利
用
明
細
を
請
求
す

　
る
。
た
と
え
利
用
し
て
い
て

　
も
利
用
代
金
以
上
の
金
額
は

　
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
相
手
か
ら
脅
迫
ま
が
い
の

　
言
動
等
が
あ
っ
た
時
は
、
す

　
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
警
察
署
�

　
生
活
安
全
課
�

　
1（
２
２
）
０
１
１
０
�

　
飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
1（
２
４
）
８
０
５
８
�

身
に
覚
え
の
な
い
電
話�

代
の
請
求
に
ご
注
意
を�

▼
日
時
　
５
月
１６
日
d�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所
　
龍
江
公
民
館�

▼
相
談
員�

　
下
平
澄
瑞
氏
　
川
島
一
慶
氏�

▼
問
合
せ�

　
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

　
1（
２
２
）
０
０
１
４�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

　
平
成
１３
年
度
の
狂
犬
病
予
防

注
射
（
二
次
）
と
、
犬
の
新
規

登
録
を
し
ま
す
。�

▼
狂
犬
病
予
防
注
射�

○
対
象�

・
生
後
９１
日
以
上
と
な
る
す
べ

　
て
の
飼
い
犬�

・
４
月
の
集
合
注
射
を
受
け
て

　
い
な
い
犬�

※
家
の
中
で
飼
っ
て
い
る
犬
も

　
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

○
料
金�

　
３
、
２
２
０
円
（
注
射
の
み
）�

○
持
ち
物
　
は
が
き�

　（
登
録
済
み
の
犬
の
所
有
者

　
の
み
、
送
付
さ
れ
ま
す
。）�

▼
狂
犬
病
予
防
注
射（
二
次
）と

　
犬
の
登
録
日
程
（
別
表
）�

▼
犬
の
新
規
登
録�

　
一
回
登
録
す
れ
ば
、
そ
の
犬

　
に
つ
い
て
は
、
生
涯
有
効
と

　
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の

　
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。�

・
犬
が
死
亡
、
失
踪
し
た
場
合�

・
犬
を
譲
っ
た
場
合�

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合�

・
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た

　
場
合�

○
対
象
　
平
成
７
年
度
以
降
の

　
未
登
録
犬
と
新
規
登
録
犬�

○
登
録
料
金�

・
登
録
の
み
　
３
、０
０
０
円�

・
登
録
と
注
射
６
、２
２
０
円�

▼
犬
を
飼
う
と
き
の
注
意�

・
犬
は
つ
な
い
で
飼
育
し
、
放

　
し
飼
い
は
し
な
い
で
下
さ
い
。�

・
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、

　
必
ず
移
植
ご
て
等
を
用
意
し
、

　
道
路
、
公
園
等
へ
は
フ
ン
を

　
放
置
し
な
い
で
必
ず
家
ま
で

　
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課�

　
環
境
衛
生
係
　
内
線
５
２
４
２�

狂
犬
病
予
防
注
射
（
二
次
）

犬
の
新
規
登
録�

5月22日（火）�

�

�

�

�

�

5月23日（水）�

�

�

�

�

�

�

5月24日（木）�

�

�

�

�

�

5月25日（金）�

�

5月27日（日）�

6月24日（日）�

上 郷 �
�
下 久 堅 �

上 久 堅 �

旧 市 �

座 光 寺 �

旧 市 �

鼎�
�
�

川 路 �

龍 江 �

千 代 �

伊 賀 良 �
�
�

松 尾 �

山 本 �
�

竜 丘 �

三 穂 �

全 市 �

全 市 �

市 役 所 上 郷 支 所 �

飯 沼 公 会 堂 �

市 役 所 下 久 堅 支 所 �

市 役 所 上 久 堅 支 所 �

市役所 議会棟下駐車場�

市 役 所 座 光 寺 支 所 �

JAみなみ信州飯田支所�

切 石 公 民 館 �

名 古 熊 公 民 館 �

市 役 所 鼎 支 所 �

市 役 所 川 路 支 所 �

市 役 所 龍 江 支 所 �

市 役 所 千 代 支 所 �

北 方 会 館 �

市 役 所 伊 賀 良 支 所 �

中 村 会 館 �

市 役 所 松 尾 支 所 �

久米南平生活改善センター�

市 役 所 山 本 支 所 �

市 役 所 竜 丘 支 所 �

市 役 所 三 穂 支 所 �

市 役 所 松 尾 支 所 �

市 役 所 松 尾 支 所 �

9：00～ 9：30�

9：40～10：00�

10：30～11：00�

11：30～12：00�

13：40～14：00�

14：30～14：50�

9：00～ 9：30�

9：50～10：00�

10：10～10：20�

10：30～11：00�

12：30～12：50�

13：10～13：30�

14：00～14：20�

9：00～ 9：30�

9：40～10：10�

10：20～10：40�

11：00～11：30�

13：00～13：10�

13：30～13：50�

9：00～ 9：30�

10：30～10：50�

12：00～13：30�

12：00～13：30

月・日（曜）� 地　区� 場　　　所� 時　　間�

狂犬病予防注射（二次）と犬の新規登録日程�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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豊橋市�

渥美町�

東
三
河�

　
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
全

世
界
で
活
躍
す
る
「
赤
十
字
」

の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。�

　
こ
の
活
動
の
資
金
は
、
全
国

の
皆
さ
ん
が
日
本
赤
十
字
社
の

社
員
に
な
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
「
社
費
」
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
毎
年
５
月
は
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
月
間
で
す
。
赤
十
字
の

活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今

年
も
ま
た
社
費
の
納
入
・
増
資

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
納
付

書
は
、
別
途
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
現
在
は
社
員
に
な
っ

て
い
な
い
方
も
、
赤
十
字
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
是
非

社
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。�

　
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
に
申
し

込
み
用
紙
が
印
刷
さ
れ
て
お
り

ま
す
。�

　
社
費
は
、
指
定
金
融
機
関
へ

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
納
入
期
間
　
�

　
５
月
１
日
〜
７
月
末
日
�

　（
５
月
は
社
員
増
強
運
動
月

　
間
で
す
）�

▼
問
合
せ
�

　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
日
赤
事
務
局　
内
線
５
３
２
１
�

日
赤
社
費
納
入
に�

ご
協
力
を�

　
長
野
県
警
察
本
部
で
は
、
来

春
採
用
の
警
察
官
Ａ
（
男
性
・

女
性
）
採
用
試
験
お
よ
び
警
察

職
員
採
用
上
級
（
行
政
）
試
験

を
行
い
ま
す
。�

▼
受
験
申
込
書
の
配
布
開
始
日

　
５
月
１０
日
e�

▼
申
込
書
の
請
求
先
・
問
合
せ�

　
長
野
県
警
察
本
部
　
警
務
課

　
1
０
２
６
（
２
３
３
）
０
１
１
０�

　
内
線
２
６
３
１
ま
た
は
最
寄

　
り
の
警
察
署
、交
番
、駐
在
所�

警
察
官
・
警
察
職
員�

採
用
試
験�

平成13年 赤十字運動標語�

～人道は限りない力～�

試験名称�試験区分� 受験資格� 受付期間�
第1次試験の�
試験日・試験地�

警察官A 男・女�

行 政 �上 級 �

5月18日（金）�

～�

6月8日（金）�

7月8日（日）�

長野市�

松本市�

昭和47年4月2日以降に生まれた者で、
学校教育法による大学（短期大学を
除く）の卒業者または卒業見込みの
者（これと同等の資格があると人事
委員会が認める者を含む）�

昭和45年4月2日～昭和55年4月1日
までに生まれた者、または昭和55年
4月2日以降に生まれた者で、学校教
育法による大学（短期大学を除く）
の卒業者または卒業見込みの者（こ
れと同等の資格があると人事委員
会が認める者を含む）�

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
は
、
豊
橋

市
の
北
部
に
あ
る
「
賀
茂
し
ょ

う
ぶ
園
」で
毎
年
行
わ
れ
、今
年

は
6
月
1
日（
金
）〜
20
日（
水
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

園
内
に
は
、江
戸
系
・
伊
勢
系
・

肥
後
系
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
三

百
種
・
三
万
七
千
株
も
の
花
し

ょ
う
ぶ
が
あ
り
、
互
い
に
そ
の

美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。�

ま
た
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、写

真
コ
ン
ク
ー
ル
、花
し
ょ
う
ぶ
展

示
即
売
会
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
さ
ら
に
色
を
添
え
ま
す
。�

市
の
中
心
部
で
行
わ
れ
る

納
涼
ま
つ
り
（
夜
店
）
は
、
古
く

か
ら
市
民
の
間
で
親
し
ま
れ
て

い
る
初
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
は
6
月
の
毎
週
金
・
土
・
日

曜
日
の
午
後
6
時
か
ら
9
時
半

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

会
場
内
に
は
金
魚
す
く
い

や
綿
菓
子
な
ど
の
店
が
二
百
店

以
上
軒
を
並
べ
、
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
す
。�

�渥
美
町
で
は
、7
月
1
日（
日
）

に
伊
良
湖
岬
海
水
浴
場
と
宇

津
江
海
水
浴
場
の
海
開
き
が

行
わ
れ
、8
月
の
終
わ
り
ま
で

海
水
浴
が
楽
し
め
ま
す
。ど
ち

ら
の
海
水
浴
場
も
三
河
湾
に

面
し
て
い
る
た
め
遠
浅
で
な

み
は
穏
や
か
。水
も
き
れ
い
で

安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。�

期
間
中
は
、メ
ロ
ン
釣
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。近
く
に
は
観
光

ス
ポ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

こ
の
時
期
は
メ
ロ
ン
狩
り
も

楽
し
め
ま
す
。�

◆豊橋市役所　商業観光課　10532-51-2430�
◆渥美町観光協会　　　　　10531-33-1616

■問合せ�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�
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現
在
募
集
中
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会

の
日
程
で
す
。�

▼
講
習
の
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
基

　
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
や
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
�

▼
問
合
せ
・
申
込
先
　
飯
田
コ

　
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
�

　
1（
２
２
）
５
１
１
１
�

Ｉ
Ｔ
講
習
会�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い

　
る
３０
歳
ま
で
の
方�

▼
費
用
　�

○
受
講
料
　
　
１
、
３
０
０
円�

○
利
用
者
登
録
料
　
１
、５
０
０
円�

○
各
講
座
の
運
営
費�

▼
特
典
　
市
内
映
画
館
の
特
別

　
割
引
あ
り�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
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市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

５月１８日（金）�
１３：３０～１５：３０�
５月１１日（金）�
１３:００～１７:００�

５月８日（火）�
５月1８日（金）�
５月２８日（月）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
５月８日（火）�
６月１２日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

５月８日（火）�
１３:３０～１６:００�
６月１日（金）�
１３：００～１６：００�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

飯田市公民館�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

市役所２０１号�
※ 予 約 制 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５３４５�

福 祉 課 �
内線  ５３８５�

交通防災課�
1２２-４５１１　内線２４３５�

電話相談、予約制にて個別面談可�

コース� 開催日時� 時　間�

5/12g・19g・26g・6/2g�

5/12g・19g・26g・6/2g�

5/13a・20a・27a・6/3a�

5/13a・20a・27a・6/3a�

5/21b・23d・28b・30d�

5/21b・23d・28b・30d�

5/22c・24e・29c・31e�

5/22c・24e・29c・31e�

9：00～12：00�

13：00～16：00�

9：00～12：00�

13：00～16：00�

13：00～16：00�

18：00～21：00�

13：00～16：00�

18：00～21：00�

E�

F�

G�

H�

I�

J�

K�

L
※各コース12時間�

パッチワーク

エアロビクス�

英 会 話 �

彫 金 �

パ ソ コ ン �

華 道 �

ゴ ル フ �

料 理 �

ジャズダンス�

月�

月�

火�

火�

水�

水�

木�

木�

金�

English・Teacher�
ジュリア �
押田　先生�

フリーダムネットワーク�
インストラクター�
松澤由美子先生�

日本手芸普及協会�
講師�
熊谷日出子先生�

アトリエきらら�
北原　重光先生�

飯田コンピュータ�
専門学校�
伊藤康彦　先生�
華道家元�
池坊教授�
小松久美子　先生�

管理栄養士�
後藤よね子　先生�

ジャズダンス指導員�
下澤　淳子　先生�

グリーンインター所属�
インストラクター�
木下　則光　先生�

基本から学びます。一針一針・針を動かし、
小物入れ等を作る楽しさを応援します。応
用ができ夢が広がります。　10回�

今は、国際時代です。外国人の先生のご指
導により、日常会話を中心に、わかりやすく楽
しく進めます。　10回�

心と体をワクワクさせよう。音楽に合わせて
体を動かせば、体内の血流がよくなり、心身
共に元気になります。　10回�

初心者でも楽しくできます。金属を加工して
装飾品を作ります。オリジナルの自作品に挑
戦してみよう。　10回�
Windoｗs98文章作り、インターネットなど、
夢が広がります。　10回�
（協力：飯田コンピュータ専門学校）�
花のある生活を求めて、基本から始めて、美
的センスを磨きます。盛り花・自由花など楽
しく花を生けましょう。　10回�
実技指導を中心に初心者でも楽しくでき、技
術が習得できます。�
（協力：飯田ゴルフセンター）　10回�
身近な材料を使っておいしい料理の作り方
を実習します。まだ受講したことのない方を
優先します。　10回�
基本から学び、楽しく踊って気分をリフレッシ
ュさせましょう。下半身をスリムにするジャズ
ダンスです。　10回�

6月4日�
～�

8月6日�

19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：00�
～�

21 : 00
19：00�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00

6月11日�
～�

8月13日�
6月5日�
～�

8月7日�
6月12日�
～�

8月21日�
7月25日�
～�

10月3日�
6月13日�
～�

8月22日�
6月7日�
～�

8月9日�
6月14日�
～�

8月23日�
6月1日�
～�

8月10日�

15�

30�

15�

15�

28�

20�

20�

16�

20

7,000円�

1,500円�

5,000円�

5,000円�

6,000円�

�

�

�

1,500円�

10,000円�
（お花代含む）�

8,000円�
（ボール代含む）�

7,000円�
（材料費含む）�

講　座　名� 曜日� 内　　　　　　容� 期　間� 時間� 定員� 運営費�講　　　師�

勤労青少年ホーム前期教養講座�
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第7回劇作講座�
応募作品の上演とワークショップ�

文
化
ガ
イ
ド�

美
博
だ
よ
り� 　�

上郷考古博物館春季展示 

●開館時間�
　午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休 館 日�
　毎週月曜日�
●観 覧 料 �
　一般 200円（160円）高校生 150円（120円）�
　小中学生 100円（80円）�
　※（ ）内は20人以上の団体�

5月19日（土）～7月8日（日）�

期日　5月20日（日）午後１時30分から�
演題　「飯田バイパスにはこんな遺跡があった」�
講師　担当学芸員�

八幡原遺跡の墓に供えられた土器�

特別講演会及び�
展示解説�

　飯田市の交通の大動脈となっている一般国道１５３号飯田バ
イパス。車で20分程度の道ですが、その下に昔の人たちが暮ら
していた遺跡があったことは、案外知られていません。飯田市教
育委員会の発掘調査によって、古墳時代の埋葬馬が出土した
茶柄山古墳群・宮垣外遺跡など、地域の歴史を知る上で貴重
な資料を得ることができ、これらを知っていただく機会として今回の
展示を企画しました。�

展示期間�

展示する遺跡�

　竹田扇之助氏が世界中から集めた人形コレクシ
ョンを展示する竹田人形館では、年間数回の特別
公演を開催します。本年度は国際色豊かな人形劇
をお楽しみ下さい。�

小垣外・辻垣外遺跡／飯田インター出口�
殿原遺跡／上殿岡交差点西側�
田井座遺跡・一色遺跡／上殿岡交差点東側�
八幡原遺跡／飯田市立病院南東側�
茶柄山古墳群／上溝インター付近�
宮垣外遺跡／上郷別府�

下茶屋の道標�
（しもちゃやのどうひょう）�

飯田市鼎下茶屋994-6�
飯田市史跡�
宝暦10年（1760）に設置。遠州街道と伊久間街
道の分岐点にあり、秋葉街道の方向を示している。�

－道の下には遺跡があった－�

飯田･下伊那で活躍が期待されている新人を中心とした演奏会！�
　5月13日（日） 　飯田人形劇場　14時開演�
　出演：林　敬子（ピアノ）�
　　　 田口裕子（ピアノ）　with me（うたとピアノ）�
　　　 壬生奈央美（サクソフォーン）　�
　　　 竹内みどり（クラリネット）�
　チケット：５００円（小学生以上）�

　全国から応募された作品を本講座の講師陣が選考。入選作
を第一線で活躍中のプロの劇作家・演出家の指導によって、地
元飯田のアマチュア演劇集団「演劇宿（えんげきじゅく）」の俳
優たちが演じます�
　6月9日(土)～10日（日）　鼎文化センター�
　入場料：無　料（ただし、台本・資料代実費）�
　講師陣：しかたしん（劇作家・児童文学者）、中村欽一（劇作家・演出家）�
　　　　　西田豊子（劇作家・演出家）、はせこういち（劇作家・演出家）�
　　　　　　ふじたあさや（劇作家・演出家）�
　コーディネーター：井上満寿夫（日本青少年演劇作家会議事務局）�

PART　「ハンガリーと日本の小さな人形芝居」�
　　　　5月4日（金） 14:00開演／麻績の館�
　　　　　前売り500円（当日700円）�

PART　「江戸糸あやつり人形芝居公演」�
　　　　7月8日（日） ／麻績の館�

PART　「中国と日本の糸操り人形芝居」�
　　　　9月9日（日） ／麻績の館�

PART　（11月予定）、PART　（2月予定）は内容未定�

人形劇団ちんどん�
「あさき夢見し長屋の一夜」�
6月13日（水）19:00開演�
飯田人形劇場�
前売り1500円（当日2000円）�

大人のための人形劇ＰＡＲＴ　�
●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

●
美
博
�

1（
2
2
）8
1
1
8

竹田扇之助記念�
国際糸操り人形館特別公演�

��

フレッシュコンサート


